
 
 
 
 
 
 
 

 
日中は暖かく、少しずつ春へと近づいてきています。学校では、子供たちは休み時間に友達

と鬼ごっこやジャングルジム、縄跳び、ドッヂボール等、たくさん体を動かしています。新型
コロナウイルス感染症に負けない、元気な体づくりを、学校でも指導しています。 
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南田中小学校みなみん学級通信 
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令和３年２月２７日 

☆すてきな作品でいっぱい！☆連合図工展・連合書き初め展☆ 
 
 

練馬区立南田中小学校 
校長 原田 知樹  

学校標語  「笑顔かがやき 優しさいっぱい」 

フィリピンに届け！☆シューズバンクプロジェクト☆ 

２月８日（月）～２月１３日（土）まで、シューズバンクプロジェクトを行いま
した。みなみ委員会が中心となり、登校時に、回収の呼びかけを行ってくれました。
皆さんのご協力もあり、たくさんの靴を集めることができました。ありがとうござ
いました。 

集まった靴は、みなみ委員会で集計し、その後、練馬中央ロータリークラブを通
じて、フィリピンに送ります。 

今度は、保健給食委員会の「ハブラシ・リサイクル・プロジェクト」が行われま
す。 

 例年、練馬区立美術館で行われていた「連合図工展」と「連合書き初め展」は、
新型コロナウイルス感染症予防対策のため、中止となりました。その代わりに、
各学年から選出された代表作品が、校内に展示されることになりました。 

みなみん学級からは、連合図工展に、雪だるまを８点、連合書き初め展には、
硬筆２点、毛筆２点を出品しました。 

雪だるまづくりでは、子供たちが「どんな雪だるまにしようかな？」と、イメ
ージをふくらませながらつくりました。目や鼻、口は粘土で形をつくり、どのよ
うな表情にするかを考え、貼り合わせました。また、帽子の模様は、画用紙にク
レヨンで描き、それに合うマフラーの色を決めて、仕上げました。題名にも、雪
だるまづくりの思いが溢れていますので、注目して見てください。書き初めでは、
皆とても一生懸命取り組みました。鉛筆や筆の力の入れ具合や、字のバランス等
をご覧ください。 

作品は、２階渡り廊下と会議室前掲示板に展示されています。みなみん学級の
すてきな作品だけでなく、各学年から選出された代表作もぜひ、一緒にご覧いた
だけますと幸いです。詳しい鑑賞についてのお知らせは、すでに配布されている
別紙でご確認ください。 


